
令和７年度 鶴見地区
幼保小教育交流事業活動報告

～幼保小交流の新たなかたちを求めて～

鶴見区マスコットキャラクター
「ワッくん」



令和７年度 鶴見地区の交流事業

・鶴見区内の幼保園，小学校で19ブロックを設定して交流を実施してきたが,
 今年度は,昨年度に引き続き３小学校を会場に交流座談会を実施し，さらに
 年長児および園関係者を対象とした給食試食会を計画した。
・前年まで公会堂を会場に実施してきた「健やか子育て講演会」を, 幼稚園の  
 保育参観を含めて実施し交流の充実を図った。

「ワッくん」と友達「ワッコちゃん」

交流事業対象の園・校数

こ ど も 園 ３園
幼  稚 園   １５園
保  育 所   ８６園
小  学 校 ２３校（「聖ヨゼフ学園小」を含む ）
特別支援学校 ０校



年間活動報告

 ５月,６月,７月,9月,１０月  鶴見地区実行委員会を開催

 ９月～１１月 幼保小交流座談会 （会場＝旭小，平安小，下野谷小）

１０月～ １月 給食試食会 （会場＝旭小，鶴見小，生麦小） 

１１月 健やか子育て講演会 兼 保育参観 （会場＝三松幼稚園）

講師 ： 鶴見大学短期大学部准教授・附属三松幼稚園長 鮫島 良一 先生

演題 ：「一人ひとりの子どもの小さな発見や挑戦に光をあてよう！」

 12月,２月 鶴見地区実行委員会を開催



・小学校２，幼稚園６，保育園２（公立１，私立１）の８名で構成
  実行委員会は５月,６月,７月,９月,１０月,１月に開催。

【内容】
・令和６年度活動の振り返り,令和７年度の方針策定
・新たなかたちでの「健やか子育て講演会」の開催計画
・幼保小間の交流計画 （座談会および給食試食会）
・ブロックの活動費の使用用途検討

令和７年度は, 前年度に実施した幼保小交流座談会を，地域性を考
慮して３会場で実施, さらに，年長児保護者および保育士向けの給
食試食会を計画立案した。

鶴見地区実行委員会



活動報告① 幼保小交流座談会

区内小学校2３校を，３ブロックに分けて３会場で実施

主たるねらいは, 
 教職員の「顔の見える関係づくり」

アイスブレイク後に,ドキュメンテーシ
ョンや園だより, 小学校・学級だより
等を通じて教育内容等を共通理解



（全３会場）参加校・園数 および 人数



活動報告② 給食試食会

区内市立小学校３校で，１０月～１月にかけて実施

「配膳体験」も兼ねて，実食

試食前には，１年生の給食の様子を
参観

保育士および年長児の保護者が対象



参加者の感想

給食試食会はいかがでしたか？ 次回があれば，参加したいですか？



参加者の感想（抜粋）

【保護者からの感想】
〇子どもが来年度小学校に入学するので，実際に1年生の授業や給食の見学させていた
 だくことで小学校の雰囲気を知ることができたので良かったです。
〇来年入学するので，こんな感じで娘も給食食べるんだなー，授業こんな感じで受けるん
 だなーとイメージできました。
〇各学校で給食のルールなど多少違うと聞いたので，進学先の学校で体験したい。

【保育士からの感想】
〇配膳，食事，片付けまで一連の流れを体験できたことは有意義でした。給食が子どもに
 とっての大事な環境の一つであることを改めて感じました。
〇あまり給食に対していいイメージが持てていなかったのですが，本日参加させて頂き
 安心し印象が変わりました。
〇進学にあたって，給食を不安に思っているご家庭が多いので，今後も様々な小学校で
 実施してくれるとうれしいです。



活動報告③ 健やか子育て講演会

鶴見大学短期大学部附属三松幼稚園で実施

「保育参観」も兼ねて

講師は，園長でもある
准教授

 鮫島 良一 先生



小学校教員にとっては，
 園児の学びを支える
「環境構成」を学ぶ機会にも！



実施後のアンケートから

たいへん満足

満足

どちらともいえない

やや不満

不満

【参加者】 ４６名
幼稚園 １６ （園長６,教諭４,保護者６）
保育園 １５ （園長８,保育士７）
小学校 １３
（校長６，副校長１, 教諭５, 保護者１）

n=33

この「健やか子育て講演会」
に参加して，いかがでしたか



実施後のアンケートから この「健やか子育て講演会」
に参加して，いかがでしたか

たいへん満足

満足

どちらともいえない

やや不満

不満

n=33

〇環境が素晴らしく，自園に持ち帰って共有したいと思い
 ました。変えていけることがあれば挑戦したいです。

（幼稚園教諭）
〇様々な方のお話し,考えを聞かせていただき,これからの
 育児や教育に関して参考になりました。このような機会
 があれば，また参加したいです。  （幼稚園保護者）
〇幼稚園の見学は初めてでした。自然や主体性を尊重し
 ているところを保育に取り入れたいです。（保育園保育士）
〇保育園では, 環境を整える事が極めてむずかしく，幼稚
 園と保育園で差が出ないように，行政で連携して統一し
 ていただきたいです。 （保育園保育士）
〇保育参観をたっぷりできてよかったです。幼稚園と保育
 園の違いをディスカッションで知ることができました。

（小学校教諭）



実施後のアンケートから

今までの 「講演会形式」 と，
今回の 「保育参観とのコラボ形式」,
次回に参加したいのはどちらの形式ですか



実施後のアンケートから

どの時間帯に開催すると，参加しやすいですか

幼稚園教諭４名 および 保育士７名・・ 5名が「午前中」，３名が「12-14」と回答
保護者６名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６名中4名が「午前中」と回答



成 果 と 課 題 来年度に向けて

〇昨年度の８会場から3会場に集約して実施した「交流座談会」は好評だった。

 しかし，参加者が幼保小合計９６名と，昨年度から大きく減少したので，開催方法を

 検討したい。

〇３会場・４日間で実施した「給食試食会」では，「小学校への進学後の不安を解消でき

 た」と参加した年長児の保護者，幼児教育施設の教諭・保育士のニーズにこたえるこ

 とができた。日程の都合で参加できない方が多かったことを踏まえ，会場を増やす

 など，開催方法の検討が必要である。

〇「健やか子育て講演会」を保育参観と組み合わせて実施したが，とても好評だった。

 次年度は，小学校での参観を組み合わせて実施するなど工夫したい。


	スライド 1: 令和７年度　鶴見地区 幼保小教育交流事業活動報告
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

